
  

  

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

期末配当につきましては、現時点では未定であります。 

  

(％表示は、対前期増減率) 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年12月期第２四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第２四半期 4,712 △7.5 248 ― 252 ― 161 ―
22年12月期第２四半期 5,095 △35.5 △200 ― △123 ― △179 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第２四半期 5.72 ―
22年12月期第２四半期 △6.33 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第２四半期 17,360 12,779 73.6 457.25
22年12月期 17,821 12,788 71.7 451.78

(参考) 自己資本 23年12月期第２四半期 12,769百万円 22年12月期 12,781百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期   ─  0.00  ─ 0.00 0.00

23年12月期   ─ 0.00

23年12月期(予想)  ―  ―  ─

3.平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,500 14.3 450 ― 450 ― 350 ― 12.41

setos
新規スタンプ



  

 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  １．上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

 実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。  

 ２．配当の状況に関しましては、平成23年12月期の期末配当は今後の業績見通し等を踏まえて判断す

ることとしているため未定であります。予想が可能になり次第、速やかに公表いたします。 

4. その他（詳細は【添付資料】P5 「2.その他の情報」 をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(注)当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表
作成に係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期２Ｑ 29,000,000株 22年12月期 30,250,000株

② 期末自己株式数 23年12月期２Ｑ 1,073,795株 22年12月期 1,957,658株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期２Ｑ 28,195,198株 22年12月期２Ｑ 28,303,854株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間の我が国経済は、輸出に牽引された緩やかな回復基調にありましたが、３月

11日の「東日本大震災」により大きく停滞し、その後は復旧・復興活動を推し進めるなかで推移してまい

りました。 

（受注、売上および受注残の状況） 

かかる状況下で、当社グループの受注は震災後に減速したものの、生産活動の回復に合わせて復調傾向

となり、当第２四半期連結累計期間の受注高は51億９千４百万円（前年同期比46.3％増）となりました。

売上高につきましては、顧客指定納期が当第２四半期連結累計期間である案件がやや少なかったことに加

え、見込生産品等のリードタイムの短い計測機器については震災後の受注の減速が売上にも影響を与えた

こと等により、47億１千２百万円（前年同期比7.5％減）となり、受注残高は36億９千３百万円（前年同

期比118.2％増）となりました。 

損益面につきましては、収益回復のために、見込生産品であり収益性の良い計測機器については販売量

の拡大を目指すこと、個別受注生産品であり案件毎に利益率のばらつきがある特注試験装置については、

コストダウンと高付加価値化による利益率の改善を図ること、また全ての経費の圧縮を行うことに全社グ

ループをあげて取り組んでおります。その結果、売上原価率は前年同期の58.9％から50.8％へと大きく改

善し、さらに販売費及び一般管理費が２億２千２百万円圧縮されたことにより、営業利益は２億４千８百

万円（前年同期は２億円の営業損失）、経常利益は２億５千２百万円（前年同期は１億２千３百万円の経

常損失）となりました。 

また、「東日本大震災」による損失（２千９百万円）および投資有価証券評価損（２千７百万円）等の

特別損失を計上した結果、四半期純利益は１億６千１百万円（前年同期は１億７千９百万円の四半期純損

失）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

なお、当期の第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計

基準第17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。セグメントの概要については「３．四半期

連結財務諸表（５）セグメント情報」に記載しております。 

「計測機器」は前連結会計年度に引き続き復調傾向となりました。「計測機器」は収益性が良いことか

ら販売量の拡大による収益増加を目指し、販売体制を強化して集中的に拡販活動を行いました。その結

果、受注高は21億９千万円、売上高は21億８千万円、営業利益は１億４千８百万円となりました。 

製品群別の概況では、回転・速度計測機器、寸法・変位計測機器等については震災後に一時的に受注が

減少したものの、総じて堅調でありました。音響・振動計測機器、トルク計測機器、自動車性能計測機器

等については、震災後に減速しましたが、第２四半期後半から復調の兆しが見られます。「計測機器」は

受注から納入までのリードタイムが短いため、短期的な設備発注の増減の影響を受けやすくなっておりま

す。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（事業環境）

（損益の状況）

<計測機器>
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「特注試験装置及びサービス」は、自動車業界関連での開発投資に回復の兆しがあり、またエンジニア

リングサービス等も堅調であったことにより、受注高は29億５千７百万円となりました。「特注試験装置

及びサービス」については、原価率の改善による収益増加を目指すため、コストダウン、品質の改善、付

加価値を高め受注価格を維持する努力等に取り組みました。その結果、売上高は24億８千６百万円となり

当初計画は下回ったものの、原価率が大きく改善し、営業利益は１億２百万円となりました。 

震災により自動車関連を中心とした我が国の産業が甚大な損害を受けたことにより、当セグメントの受

注への影響を注視しておりますが、特注試験装置はリードタイムが３ヶ月から９ヶ月超となるものが多い

ことから、震災からの復旧後の研究開発・生産活動をにらみ、設備発注を停止しないお客様も多く見られ

ます。当セグメントへの影響は見られるものの、懸念したものよりは小さくなるものと考えております。

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社

が所有する土地・建物の管理業務、労働者派遣業を行っております。当セグメントの外部顧客に対する売

上高は４千６百万円となり、営業損失は１千万円となりました。 

なお、「その他」の区分に属する連結子会社で、主として労働者派遣業を行っておりましたユーテック

(株)につきましては、平成23年６月30日開催の同社臨時株主総会にて解散の決議を行いました。同社の解

散による当社グループの業績への影響は軽微であります。 

  
  

当第２四半期連結会計期間末において、総資産は173億６千万円となり、前連結会計年度末と比べ４億

６千万円の減少となりました。主な内訳は、現金及び預金の減少、売掛金の減少によるものであります。

負債は45億８千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億５千１百万円の減少となりました。主な内

訳は、社債の一部償還および長期借入金の一部返済による減少であります。また、純資産は127億７千９

百万円となり、前連結会計年度末と比べ９百万円の減少となりました。主な内訳は、四半期純利益の計上

による増加、自己株式の取得による減少であります。 

当第２四半期連結会計期間末に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

<営業活動によるキャッシュ・フロー> 

営業活動によるキャッシュ・フローは３億５千９百万円の増加となりました。収入の主な内訳は、税金

等調整前四半期純利益１億９千６百万円、売上債権の減少額２億７千２百万円であり、支出の主な内訳

は、たな卸資産の増加額１億７千４百万円、法人税等の支払額８千９百万円であります。 

<投資活動によるキャッシュ・フロー> 

投資活動によるキャッシュ・フローは、９千３百万円の支出となりました。主な内訳は、有形固定資産

の取得による９千２百万円であります。 

<財務活動によるキャッシュ・フロー> 

財務活動によるキャッシュ・フローは、４億５千３百万円の支出となりました。主な内訳は、社債の一

部償還２億円、長期借入金の一部返済１億６千６百万円であります。 

以上の結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億８千９百万円減少し、当第２四半期

連結会計期間末には27億１千６百万円となりました。 

＜特注試験装置及びサービス＞

<その他>

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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当第２四半期連結累計期間の業績は、全社をあげた拡販活動や徹底したコスト削減等を継続した結果、

売上高は前年同期を下回ったものの、営業利益、経常利益、四半期純利益はいずれも当初計画を上回るこ

ととなりました。 

今後の事業環境としましては、震災により多大な影響を受けたサプライチェーンの回復が想定より早く

進み、生産活動も回復基調となってまいりました。しかしながら、電力需給の問題等により、依然として

不透明な状況が続くものと考えられます。 

当社グループの現在の受注残高は増加しておりますが、生産リードタイム等を考慮すると、当初の売上

計画を達成することは困難であると判断いたしました。また、今後売上となる案件に原価率の高いものが

含まれていることから、収益性はやや悪化するものと予想しております。ただし、現在の収益性は大きく

改善されていることから、当初の利益計画に対しては上積みが見込まれると判断いたしました。 

かかる状況から、当社グループでは平成23年１月28日に公表いたしました連結業績予想ならびに個別業

績予想について、平成23年７月22日に修正し、公表いたしました。今後は、公表しました業績予想の達成

に向けて取り組んでまいります。 

なお、配当につきましては、売上高の減少により未だ基盤が安定していないことから、第２四半期末の

配当は見送らせていただき、期末配当につきましては、第３四半期以降の状況を見極めたうえで判断する

こととし、現時点では未定とさせていただいております。予想が可能になり次第、速やかに公表いたしま

す。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

減価償却の方法として、定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

該当事項はありません。 
  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12

月26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研究

開発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等

に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業

会計基準第16号 平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関す

る適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府

令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の

科目で表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①簡便な会計処理

  固定資産の減価償却の算定方法

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理基準に関する事項の変更

1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

2)「企業結合に関する会計基準」等の適用

②表示方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,716 2,906

受取手形及び売掛金 1,856 2,062

商品及び製品 364 378

仕掛品 962 805

原材料及び貯蔵品 391 360

繰延税金資産 3 3

その他 99 54

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,395 6,569

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,162 4,304

土地 5,051 5,051

その他（純額） 557 572

有形固定資産合計 9,771 9,928

無形固定資産 83 96

投資その他の資産

投資有価証券 862 976

繰延税金資産 18 20

その他 230 230

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,110 1,226

固定資産合計 10,965 11,251

資産合計 17,360 17,821
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 948 1,000

1年内返済予定の長期借入金 333 333

1年内償還予定の社債 400 400

未払法人税等 43 55

賞与引当金 9 9

その他の引当金 25 －

その他 472 517

流動負債合計 2,233 2,315

固定負債

社債 － 200

長期借入金 833 1,000

退職給付引当金 1,277 1,233

役員退職慰労引当金 144 138

環境対策引当金 15 15

その他 76 129

固定負債合計 2,348 2,717

負債合計 4,581 5,032

純資産の部

株主資本

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 2,293 3,151

利益剰余金 4,182 4,021

自己株式 △570 △1,343

株主資本合計 13,039 12,963

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △180 △94

為替換算調整勘定 △89 △86

評価・換算差額等合計 △270 △181

少数株主持分 10 6

純資産合計 12,779 12,788

負債純資産合計 17,360 17,821
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年６月30日)

売上高 5,095 4,712

売上原価 3,003 2,394

売上総利益 2,091 2,317

販売費及び一般管理費 2,292 2,069

営業利益又は営業損失（△） △200 248

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 13 14

賃貸収入 13 7

助成金収入 55 3

その他 30 5

営業外収益合計 113 31

営業外費用

支払利息 9 8

社債利息 2 1

売上割引 9 10

支払手数料 8 5

賃貸収入原価 3 －

その他 3 1

営業外費用合計 36 27

経常利益又は経常損失（△） △123 252

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

災害による損失 － 29

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 25 27

特別損失合計 25 56

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△148 196

法人税、住民税及び事業税 31 29

法人税等調整額 △0 2

法人税等合計 30 32

少数株主損益調整前四半期純利益 － 164

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） △179 161
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△148 196

減価償却費 327 265

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △360 43

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △14 △14

支払利息及び社債利息 12 9

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） 189 272

たな卸資産の増減額（△は増加） 401 △174

仕入債務の増減額（△は減少） △68 △51

未収消費税等の増減額（△は増加） 98 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 63 △18

その他 △38 △87

小計 471 446

利息及び配当金の受取額 14 14

利息の支払額 △3 △11

法人税等の支払額 △17 △89

法人税等の還付額 506 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 969 359

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △46 △92

無形固定資産の取得による支出 △8 △0

投資有価証券の取得による支出 △49 －

投資有価証券の売却による収入 9 －

その他 △1 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △96 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,500 －

長期借入金の返済による支出 － △166

社債の償還による支出 △200 △200

自己株式の純増減額（△は増加） △2 △85

配当金の支払額 △142 △0

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,154 △453

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,014 △189

現金及び現金同等物の期首残高 1,927 2,906

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,941 2,716

9

㈱小野測器（6858）平成23年12月期　第２四半期決算短信



該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日) 

 
（注）１  事業区分は、製品の種類、販売経路等を考慮して行っております。  

２  各事業の主な製品  

   (１)計測機器事業…………………回転・速度計測機器、寸法・変位計測機器、データ処理解析装置、 

                                 トルク計測機器、自動車性能計測機器及びシステム、周辺機器及びその他

   (２)その他事業……………………損害保険代理業務及び不動産管理業務、労働者派遣業等  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日) 

 
（注）１  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

      ２  国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

    （1）国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    （2）各区分に属する主な国又は地域 

       (イ) アジア……………………中国・韓国・台湾・タイ 

       (ロ) 北米………………………アメリカ・カナダ 

       (ハ) 欧州………………………ドイツ・フランス 

       (ニ) その他の地域……………オーストラリア・ブラジル 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

計測機器事業 
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

5,033 62 5,095 ― 5,095

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 158 158 (158) ―

計 5,033 220 5,253 (158) 5,095

営業利益又は営業損失(△) 238 △11 226 (427) △200

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 484 298 21 4 808

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 5,095

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

9.5 5.9 0.4 0.1 15.9
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【セグメント情報】 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、顧客に提供する製品・サービスの特性をベースとして構成した、「計測機器」、「特

注試験装置及びサービス」の２つを報告セグメントとしております。 

「計測機器」は、各種センサ類、回転・速度計測機器、寸法・変位計測機器、音響・振動計測機器、ト

ルク計測機器、自動車性能計測機器、ソフトウェアおよびこれらのアッセンブルによるデータ解析機器等

であり、当社グループではこれらを主として見込生産により提供しております。「特注試験装置及びサー

ビス」は、研究開発用途や品質管理用途の特注試験装置の提供、音響・振動に関するコンサルティングサ

ービス、当社製品のアフターサービス、エンジニアリングサービス等を行っており、これらは個別受注生

産により対応しております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日) 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務、労働者派遣業を行っております。 

２  セグメント利益の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４  「その他」の区分のうち、労働者派遣業を行っておりましたユーテック（株）につきましては、平成23年６

月30日開催の同社臨時株主総会にて解散の決議をいたしました。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験装
置及びサー

ビス
計

売上高

  外部顧客への売上高 2,180 2,486 4,666 46 4,712 ― 4,712

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 98 98 △98 ―

計 2,180 2,486 4,666 145 4,811 △98 4,712

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

148 102 251 △10 240 7 248

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は販売価格によっております。 

３ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

①生産実績

セグメントの名称 生産高（百万円) 前年同期比(%)

計測機器 2,150 ―

特注試験装置及びサービス 2,806 ─

その他 ― ―

合計 4,957 ―

②受注実績

セグメントの名称  受注高(百万円) 前年同期比(%) 受注残高(百万円) 前年同期比(%)

計測機器 2,190 ― 333 ―

特注試験装置及びサービス 2,957 ― 3,359 ─

その他 46 ― ― ―

合計 5,194 ― 3,693 ―

③販売実績

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同期比(%)

計測機器 2,180 ―

特注試験装置及びサービス 2,486 ―

その他 46 ―

合計 4,712 ―
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